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「チーム早稲田」の力 

副校長  吉田 佳代 

明日から３月になります。今年度は、特に時間があっ

という間に流れていくように感じています。 

分散登校が解除され、今日から通常登校になります。

ただ、依然として本校の児童・保護者の感染状況は厳し

いのが現状です。引き続き、安全・安心に学校生活を送

ることができるように全力を尽くしてまいります。 

オンライン授業の中での子どもたち 

この一年を振り返ってみて、子どもたちは大変逞しく

成長しました。特にオンライン授業では、アルファベッ

トも分からない１・２年生が今では、何も見ずにＩＤと

パスワードを打って、“チームス”の授業に参加してい

ます。３・４年生は、パワーポイントを使って、自分の

思いを工夫して表現できるようになりました。５・６年

生は、ブレイクアウトルームを使って、授業の中で上手

に少人数での話し合いを進めています。 

全学年、長期にわたる分散登校にも順応し、どんなこ

とにも前向きに取り組んできました。楽しみにしていた

行事や教育活動がなくなっても、不平・不満を言うだけ

ではなく、「代わりにどんなことができるのか。」と考え

られる子どもたちに育ってきたことに、感動さえ覚えま

す。健気に教育活動に取り組む子どもたちは、きっとこ

れからどんなことがあっても、乗り越えられる力が付い

ていると確信しています。 

“チーム早稲田”の力 

そして、頑張っているのは、子どもたちだけではあり

ません。教職員の努力も忘れてはいけません。突然始ま

ったオンライン授業に向けて、急遽研修を行い、「どう

見えたら、子どもたちが分かりやすくなるかな。」「こう

すると、子どもたちも参加しやすくなるよ。」と職員室

では、教材研究の声が飛び交いました。ひたむきに教材

研究をする教職員と一緒に仕事ができることは、幸せだ

なと感じます。一方、主事さん方は、子どもたちが使い

やすいように、足踏み式の手指消毒機をあっという間に、

６台も作ってくれました。 

チームとは、「共通の目標に向かって、協力して行動

する集団」です。早稲田小学校は、これからも子どもた

ちを中心として、教職員・保護者・地域の方々が一丸と

なって課題に立ち向かってまいります。 

一年間、いろいろな形で早稲田小学校を支えてくださ

り、本当にありがとうございました。そして、今後も「チ

ーム早稲田」が一つになれるよう、ご理解とご協力をど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

６年生を送る会 

６年生を送る会 担当 

６年生への感謝の気持ちをこめて、「６年生を送る会」

に向けて２月から準備が始まりました。今年は対面形式

で会を行うことができず、ビデオレターという形で各学

年が６年生に向けて準備を進めています。また、なかよ

し活動でお世話になった６年生に向けて心のこもった

お手紙を用意しています。 

５年生の代表委員会の児童が中心となり、１年生から

５年生は、なかよし班やクラブ・委員会などでお世話に

なった６年生への感謝の気持ちを伝えます。６年生から

は在校生への応援のメッセージが送られます。 

 この会が、４月から中学生になる６年生にとって、小

学校生活最後の素敵な思い出の１ページになり、新しい

一歩を踏み出す力になってくれることを願います。 

 

卒業まであと少し 

６年１組担任 

 早いもので小学校生活も残りわずかとなりました。卒

業式も含めると、登校日数は３月１日を除くと １７日

です。早稲田小学校では、年間２００日以上の登校日数

を確保しています。そう考えると、子どもたちが小学校

で生活するのは１２００日以上になります。小学校生活

を４５分授業と考えると授業の残りは３９秒を切りま

す。あっという間に卒業です。時間は誰にも平等に流れ

ていきます。しかし、その時間をどのように使うかは、

その人によります。子どもたちには限られた時間をどの

ように使うべきなのか。そして、未来の時間をどのよう

に使うのかを意識して過ごすよう声掛けをします。 

さて、４年生のときの運動会。寺田先生の指導の下、

子どもたちはエイサーを踊りました。楽しそうに踊りを

創作している子どもたちがとても印象的でした。子ども

たちは多くのことを学んだのではないでしょうか。多く

の人と関わり、卒業をすることも伝えていきたいと思い

ます。 

 

 



 

未来に向かって 

６年２組担任  

６年２組の子どもたちとの出会いは、２年前の４月で

した。コロナ禍で、様々なことを制限された２年間でし

たが、だからこそ見ることのできた子どもたちの姿があ

りました。手洗いや黙食を徹底して、お互いに感染しな

いよう思いやる姿。水泳指導で、泳ぎ切った友達に、声

援の代わりに拍手を送る姿。タブレットＰＣが上手くイ

ンターネットにつながらない友達に、「こっちで一緒に

やろう。」と声を掛ける姿。移動教室に行けなくても、

自分たちで毎日の学校生活を楽しくしようと前向きに

登校する姿。２組の子どもたちの明るさと逞しさに、幾

度も幾度も励まされ、勇気付けられました。命の大切さ

を知り、逆境に立ち向かう心の強さをもった子どもたち

が、どういう未来を創っていくのか、今からとても楽し

みです。未来に向かって、はばたけ！みんな！ 

 

小さな出来事の大切さ 

６年３組担任 

 小学校生活最後の２年間は、楽しみにしていた宿泊学

習がなくなったり、授業や休み時間に様々な制限が生じ

たりして、我慢を強いられることが多かったと思います。

そのような状況の中でも、休み時間にトランプを思い切

り楽しみ、ボールが使えるようになったことに喜び、友

達と過ごす時間の大切さを再確認していました。毎日の

小さな出来事に目を向け、与えられた環境の中で精一杯

生活する姿に逞しさと、健気さを感じ、胸を打たれまし

た。毎日は、小さな出来事でできています。それを大切

にできる子どもたちの未来はとてもすてきなものにな

るに違いありません。卒業式まで、一日一日、一時間一

時間を大切に過ごし、たくさんの思い出を胸に、中学へ

向かえるようにしていきたいと思います。 

 

３月の生活目標 

「一年間を振り返って、まとめをしっかりしよう」 

生活指導部 

三寒四温の言葉の通り、冬と春が日々行き来し、いよ

いよすぐそこに春が近づいてきました。あと約４週間で、

令和３年度も終わります。コロナ禍の生活ではありまし

たが、毎日の生活・学習等で積み重ねてきたもの、友達

と力を合わせたことなど、様々な活動を通して、子ども

たちは大きく成長してきました。 

一年間の自分の成長を振り返るとともに、新たな学

年に希望をもって迎えられるよう支援していきます。 

 

 

※行事予定は感染状況により、変更になる場合があります。 

 

《新型コロナウイルス感染拡大防止のための大切なお願い》
【ＰＣＲ検査を受ける場合の連絡について】 

感染者数は減少傾向にありますが、感染拡大防止策は継続していきます。 

下記の３点に当てはまった場合、必ず学校へ報告をお願いいたします。 

１ 同居しているご家族が、ＰＣＲ検査を受けることが分かった時点 

２ 児童本人が、ＰＣＲ検査を受けることが分かった時点 

３ １、２ともにＰＣＲ検査の結果が判明した時点 

【不織布マスクの着用について】 

感染症対策の徹底のため、保護者の皆様やご家族がご来校

される場合は、不織布マスクの着用をお願いいたします。

今後ともご理解とご協力をお願いいたします。 

１ 火  

（ 

 

２ 水 
 

 

３ 木  

避難訓練 個人面談⑤ 

SC 

４ 金  SC 

５ 土 
 

 

６ 日 

 
 

 

７ 月 美術館教育（４） SC 

８ 火 
 

 

９ 水 
 

 

１０ 木 安全指導・点検 社会科見学（４） SC 

１１ 金 避難訓練 SC 

１２ 土   

１３ 日   

１４ 月 キッザニア（５） SC 

１５ 火 よみうりランド（６）  

１６ 水 美術鑑賞（６）  

１７ 木  SC 

１８ 金  SC 

１９ 土   

２０ 日   

２１ 月 春分の日  

２２ 火 卒業式予行  

２３ 水 給食終 大掃除  

２４ 木 修了式 

 

SC 

２５ 金 卒業式  

２６ 土 春季休業日始 

 

 

２７ 日   

２８ 月   

２９ 火   

３０ 水   

３１ 木   


